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（評価結果の所見） 

本研究領域は、最先端のミリ波・サブミリ波望遠鏡や特色ある赤外線望遠鏡と観測装置を駆使し

て新しい観測データを得るとともに、星惑星形成や惑星大気形成の理論研究と密接に連携し、ハビ

タブル惑星系の起源を銀河系スケールで統合的に解明しようとする研究である。 

計画研究と公募研究の調和が図られ、既に多くの成果が論文として発表されていることは評価に

値する。新たに100個以上の太陽系外惑星を発見するなど若手研究者の活躍による期待以上の進展

も見られ、若手育成も進んでいる。領域大研究会、月例ゼミ、ラボローテーションなどの連携強化

策、若手育成策が順調に機能していることがわかる。日本独自の装置開発を進めており、今後これ

らの新しい装置による観測を実現し、更に大きな進展となることを期待する。 

一方、「太陽系の誕生場所を突き止める」という壮大な目標を達成するには説得力のある説明が

必要であり、より具体的な戦略が必要である。また、他の新学術領域研究や異分野との交流や融合

を通じた更なる発展にも期待する。 

 

 

  


